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血液辻哲食えるならば身体内をめぐる運河であヲ，組抱や組識を取り囲む大海で
ある。 Harveyが血液循環を見出し， Leeuwenhoekが顕微鏡で血液中に浮遊す
る赤色の小球を発見して以来， 今百までに循環のメカニズムや赤血球， 自血球な
どの形態， 機龍は十分詳細に明ちかにされ， もはや我々にとって常識にすらなり
つつある。最近は生化学的研究などの理解の上に立ち，血球のもつ変形性，柔軟
性， 弾力性などの物理学的諸特性に注目して， それらによる血液錯環の流体力学
へ及ぼす影響に関心をもっ研究者が現われるようになった。赤血球という小球が
大量に浮遊している車液は， レオロジカノレには非ニュートン流体であって， 血液
粘性は単純な数式で表わされる性賓のものでないことがわか担， 赤車球の物理学
的研究が要求されてきたのである。
本書は表題通り iこlIIJ.液粘性と血球の変形能について， その澱定法の問題点，血
液レオロジーと臨床的応用など研究の現状が述べられている。赤血球の変形性の
誤.rJ定に辻， 加えた外力による赤車球形態の三次元的変化の起こり易さを定量的に
灘定する必要があり， そのため種々の装置が考案されているが， 誤n定法自体これ
から完成に向いつつある所である。小さな赤血球について測定するのであるから，
技術的にむずかしい点が多いようである。血液粘性は赤血球粘性， ヘマトクロッ
ト，血葉粘性などの要因で成立するが， 要因関の関諒が複雑であるので， それか
ら赤車球粘度を求めることも容易ではない。血液粘性とず!)~力も非線型な関係
にあることが知られている。赤血球粘性は， discoid型の形態，摸構造の流動性，
膜成分の議結，老 1ι sicklecellやecchinocyteエネルギー供給系が関与し，
化などで変動するが， 結罵，赤血球形態の裏打ち機構まで考慮せおばならなくな
るであろう。
臨沫涯が本書を手軽に読もうとしても，最初から shearstress主どという取り
つきにくい概念が出てくるので， 読む前に若干のレオロジーに関する基礎知識が
必要である。赤血球の構造についても知っていた方がよいであろう。本書の内容
全般を通じて， まだ研究途上の分野であるためか，f!E々の記述にやや統ーを欠く
時象を受けたが， それは逆に模索段障の新鮮さを示すものでもあろう。臨床面で
車液粘性が特に問題になるのは，血球成分や卑葉成分の増加する血按疾患，糖尿
病，構後血栓症などである。本書でもそれぞれ測定結果が示され，意義について
論議されている。今後さらに実験が讃み重ねられ，血液粘性や赤血球変形誌の厳密
な演j定法や知識が確立されれば，広くー殻的な意味での血管閉塞性疾患の原因や
病態を解明するのに，実用的で、重要な手段を提供することになると患われる。 こ
の方面に典味のある方には一読に鋸する本である。(藤間成認)
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